
　住江織物グループでは、各事業所単位で地域に根差し
た社会貢献活動を行っています。今後も継続的に取り組
んでいきます。

　周辺地域の美化を目的に、各事業所で清掃活動に参加し
ました。従業員一人ひとりが環境への高い意識を持ち、継
続的に活動に参加しています。

地域清掃活動

　丹後テクスタイル（株）では、地元の京都府立網野高等学
校間人（たいざ）分校の3年生を対象に、進路学習の一環
である進路講話を行いました。｢仕事を通して社会に参加す
る｣というテーマのもと、高校生活や働く上で大切なことに
ついて伝えました。参加した生徒たちからは、｢挨拶で印象が
変わる｣｢我慢する力を身に付ける｣｢諦めない｣などの感想
が寄せられました。そのほか、インターンシップの受け入れや
職場体験なども実施しています。

教育機関との連携 (進路講話)

　御堂筋イルミネーションは、大阪のシンボルストリート
御堂筋の梅田から難波まで4㎞にわたって実施される大規模
なイルミネーションイベントです。当社は、地域に根差す企業
として、2017年度より寄付を行っています。今後も御堂筋の
活性化のための支援に取り組んでいきます。

｢御堂筋イルミネーション｣への協賛

　大阪の子供たちの創造性、感性を育む場として2020年
3月開館予定の｢こども本の森　中之島｣への寄付を行い
ました。日本の将来を担う子供たちの可能性を伸ばし、
心豊かな育成を願って支援しています。

こども本の森  中之島基金への協力

帝人テクロス(株）
｢ごみゼロ運動いなざわ｣
2019年5月　45名参加

住江織物（株）奈良事業所
工場外周の美化活動
2019年5月　19名参加

京都府立網野高等学校
間人(たいざ)分校での
進路講話

Boys’ Home感謝状

受け取ったブックバッグ 学用品

Suminoe Textile of America Corporation(STA)
での社会貢献活動
　STAは、地元地域にある『Spartanburg Dominion Boys’ 
Home』と呼ばれる、現在10歳から18歳までの32人の
少年が暮らしている施設に毎年寄付を行っています。この
施設は身寄りがなかったり、また家庭内において虐待を
受けた少年たちのために、｢少年が幼年時代を見つけられ
る家｣をコンセプトに掲げ、安全に日常を過ごせるよう
サポートを行っており、教会やそのほかから支援を受け成り
立っています。そのほかにもGaffney地域の小学校には
学用品とブックバッグを寄贈しました。STAは今後も子供
たちの支援をしていきます。　

環境への取り組み

環境マネジメント～KKR＋Aのテーマのもとに

わたしたち住江織物グル－プは、「K…健康」、「K…環境」、「R…リサイクル」
そして「Ａ…アメニティ :快適さ」を基本理念として、室内環境改善やリサイクル材の活用、

環境負荷の低減など、環境保全への取り組みを続けております。

健 康 環 境 リサイクル アメニティ

　近年、地球環境の悪化が急速に進んでいます。その地球
に暮らしている私たち人類が地球環境の維持と改善に努
め、美しい自然を子孫に譲り渡すことは人類共通の使命で
あります。住江織物はこのことを認識し、従業員全員が環
境保全に積極的に取り組むことによって、住みよい豊かな
社会をつくります。

環境基本理念

1998年発表、2009年に改訂した7つの宣言のもと、環
境対策を推進しております。

住江織物グループ環境対策宣言

　タバコ臭やペット臭、生活悪臭に加え、シックハウスの原
因となるホルムアルデヒドなどを吸着・分解して消臭する
「トリプルフレッシュ®加工」のカーペット、カーテン、壁紙、
車両内装品や、アレルゲンの働きを抑制する「アレルブ
ロック®加工」、お肌に優しい「スキンケア加工」などにより、
安心・快適な空間を実現します。　

室内環境を改善し、
快適な空間を実現します。

　ペットボトルから製造されたポリエステル糸の「スミト
ロン®」、使用済みタイルカ－ペットを回収し、リサイクルす
る「タイルカ－ペットリサイクルシステム」、リサイクル性に
優れた鉄道車両用シ－トクッション材「スミキュ－ブ®」、
ビ－ルケ－スなどから再生されたＰＰ樹脂の簡易二重床「SE
ライト」などリサイクル材を積極的に活用して環境保全と
資源の有効利用に取り組んでいます。

循環型社会に対応し、
リサイクル材を積極的に採用します。2宣言

1宣言

　地球温暖化防止に向けた低炭素社会実現の一端を担う
ため、原料、製造、輸送、使用、廃棄といった製品のライフ
サイクル全体にわたって、環境負荷を総合的かつ定量的に
評価するライフサイクルアセスメント（LCA）手法に基づく
「ロ－カ－ボン製品」を開発・提供します。

CO2削減と環境負荷を
低減させる製品を提供します。3宣言

　法的な規制はもちろん、シックハウスの原因となるVOC
や廃棄時に問題となる重金属などを含まない安心・安全な
製品提供とともに、ウール・麻・綿などの天然素材も積極
的に活用します。また、火災時に有毒ガスの発生の少ない
オレフィン系床材などで、人に優しい製品づくりに努めます。

安心・安全な素材を使用し、
健康と環境に配慮します。4宣言

　製造時における材料、副資材、水、エネルギーのロス低
減による資源の有効活用を図るとともに、省エネ設備の更
新推進、品質向上、製品の軽量化、容器・梱包の簡素化、減
量化を図ります。また、輸送効率、使用効率、廃棄効率を追
求し、省資源・省エネルギー化を推進します。

製造から製品に至るまで、
省資源・省エネルギ－に取り組みます。5宣言

　製品に使用する材料に対して、特定の化学物質の含有に
関する制限が、内外ともに強化されています。この対応と
して、対象製品すべてにわたって確認し、サプライチェーン
マネジメント（SCM）の考え方に基づいた使用材料の適正
管理を図るとともに、最新の安全性に関する情報入手・把
握に努めます。

最新情報に基づき、環境負荷物質の
適正管理を推進します。6宣言

　製品の見た目や機能面での環境配慮だけでなく、製造の
過程で用いる資源やエネルギーなどを最小化し、易リサイ
クル化、製品の長寿命化、廃棄処理の最適化を見据えた「エ
コデザイン思想」に基づく、製品およびシステムの提案・提
供に努めます。

エコを意識した製品を
提案・提供します。7宣言
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社会への取り組み

地域社会とのコミュニケーション（社会貢献活動）



　2000年度に生産事業所である奈良事業所がグループとして初めてISO14001認証を取得。その後順次導入し現在国内の
5生産事業所においてISO14001の認証を、1事業所でエコ・アクション21の認証を取得しています。

環境マネジメントシステムの導入状況

　当社グループの事業と環境とは、製品の開発設計から資材調達・生産・販売・物流、そして使用・廃棄・リサイクルまでのラ
イフサイクル全体を通して、また日頃の事業活動においても深い関わりを持っています。
　当社グループでは、製品のライフサイクル、また事業活動全体が環境に与える影響を把握するよう努め、環境負荷低減に
取り組んでいます。特に、使用済みタイルカーペットから再生された塩ビパウダーや、ペットボトルから再生された原綿やポ
リエステルペレットなどの再生材料を積極的に使用するなど、環境にやさしい製品づくりを進めています。CSR活動におい
ても環境配慮に重点を置き、“エコチャレンジ2020”の目標を掲げ、全グループで取り組んでいます。

エコチャレンジ2020（第5次中期行動目標）
　環境に関する第5次中期行動目標として、エコチャレンジ2020を設定しています。2018～2019年度の2ヵ年を行動期間と
して取り組みを進めています。

環境との関わり

　CSR推進委員会内に環境推進部会を
置き、立案・決定された環境施策を全社
組織で実行しています。

環境推進体制

私たちは、企業活動全般にわたって環境を汚染することのないように配慮しつつ、
積極的に省エネ・省資源・リサイクルを推進します。

私たちは、環境に配慮した技術と商品を開発することにより、生産から販売、
廃棄に至るまで商品ライフサイクルを通して環境保全に努めます。
　① 省エネ、省資源技術の開発
　② リサイクル技術・リサイクルシステムの開発
　③ 環境負荷がより少なく、安全性がより高い原材料への置き換え技術および商品の開発
　④ 室内環境を改善し、健康および快適性に貢献する商品の開発

私たちは、地域社会とのコミュニケーションを通じて社会との共生をはかり、
全従業員が小さなことでもできることから行動を起こします。

私たちは、環境保全推進のため社内体制の整備と、全従業員の環境意識の高揚に努めます。

行動指針

環境保全を実施するにあたって

■ 期間：2018年度～2019年度（2年計画、データ期間2018年6月～2020年5月）

■ 行動目標と2018年度実績

全社組織

管理本部

産業資材事業部門

機能資材事業部門

インテリア事業部門

技術・生産本部

車両資材事業部門
経営会議

CSR推進委員会

ワーキンググループ

オフィス管理WG

環境管理WG
環境推進部会

インテリア事業部門 機能資材事業部門 技術・生産本部産業資材・車両資材事業部門

　スミノエ テイジン テクノ（株）
●帝人テクロス（株）
●尾張整染（株） 本社工場
●尾張整染（株） 石川工場
●Suminoe Textile of America Corporation
●Bondtex, Inc.
●Suminoe Textile de Mexico, S.A. de C.V.　
●住江互太（広州）汽車繊維製品有限公司
●蘇州住江小出汽車用品有限公司
●T.C.H.Suminoe Co., Ltd.
●Suminoe Teijin Techno Krishna India Pvt. Ltd.

● 国内生産事業所：再生資源利用、産業廃棄物発生量（再資源化率、埋立処分率）、PRTRの対象　　● 海外生産事業所：使用エネルギーのみ対象

原 単 位：
換算係数：

分母を連結売上高にして計算する。
CO２排出量は温対法に基づく排出係数で算出。NOxの換算係数はエコ・アクション21 2002年版で算出。
海外生産事業所のCO２排出量は、GHGプロトコルの2007年の各国ごとの排出係数で算出。

　（株）スミノエ
　ルノン（株）
　住江物流（株）
●京都美術工芸所
●丹後テクスタイル（株）

●蘇州住江織物有限公司
　

●住江テクノ（株）奈良工場
●住江テクノ（株）滋賀工場
　関西ラボラトリー（株）
　テクニカルセンター

CSR・内部統制審議会

住江織物（株）

社 長

奈良事業所・滋賀事業所 帝人テクロス(株) 尾張整染㈱本社･石川工場 丹後テクスタイル（株）

ISO14001：2015 エコ・アクション21：2009

日本規格協会

JSAE 235

2000年5月

第6回済（2018年5月）

日本品質保証機構

JQA-EM1519

2001年4月

第6回済（2019年4月）

使用エネルギーの削減
社有車の燃料使用量の削減
再生資源利用率の向上
産業廃棄物発生量の削減
再資源化率の向上
埋立処分率の低減
大気汚染防止（NOx排出量削減）
PRTR取り扱い量の削減
事務用品のグリーン購入率向上

地球温暖化防止

省資源

廃棄物の3R

環境汚染防止

グリーン活動推進
製品のLCA評価促進
環境に配慮した技術の開発促進
環境に配慮した製品の開発促進
事業活動における生物多様性の保全活動
海外生産事業所における環境負荷の集約と低減

1

2

3

4

5
6
7
8
9
10

2％削減（原単位）
2％削減（原単位）
2％向上
2％削減（原単位）
65％以上
10％以下
2％削減（原単位）
2％削減（原単位）
95％以上
LCA評価 12アイテム
2件
6件
ー
全海外生産事業所のデータ集約

2017年
2017年
2017年
2017年
ー
ー

2017年
2017年
ー
ー
ー
ー
ー

2017年

-1％
-1％
1％
-1％
65％
10％
-1％
-1％
95％

　6 　　
1件
3件
ー 

＋1社

　以上
　以下

　以上
アイテム

-4.4％
-5.1％
1％
2.7％
65.9％
19.0％
-3.7％
4.4％
85.2％
0 アイテム
1件
3件
ー 
0社

○
○
○
△
○
△
○
△
△
×
○
○
ー
×

○：達成　△：一部事業所で未達　×：未達

日本品質保証機構

JQA-EM3114

2003年3月

第5回済（2017年7月）

持続性推進機構

0009522

2013年7月

第3回済（2019年7月）

審査登録機関

登 録 番 号

登 録

更 新

1

2

3

4

取り組み項目 最終目標値 基準年度 2018年度2018年度目標値 評価

■ 対象範囲
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第5次中期行動目標 ─ エコチャレンジ2020 ─

環境への取り組み

環境マネジメント～KKR＋Aのテーマのもとに



省資源

　省エネ活動の成果を、使用エネルギーの熱量換算値※で
確認しています｡海外事業所は基準年の2017年以降、
8社を算入しています（2016年以前は5社）。

※　熱量換算値：単位＝GJ[ギガジュール]

　企業活動が地球温暖化に及ぼす影響をCO2排出量で確認
しています。CO２排出量、原単位とも2017年比減少して
います（海外:2017年以降＝8社、2016年以前＝5社）。

使用エネルギーの削減 ［参考データ］CO2排出量の削減

■ 使用エネルギー（熱量換算値）の推移 [海外含む]
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■ CO2排出量の推移 [海外含む]

　エコドライブの推進、また、エコカーへの積極的な転換を
進めるなど、社有車の燃料使用量の削減に努めています。
過去5年間順調に推移しています。

社有車の燃料使用量の削減

　再生資源を原材料に積極的に投入、省資源化を進め
ています。

再生資源利用率の向上

2014 2015
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■ 社有車の燃料使用量の推移
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■ 再生資源利用率の推移

2014 2015
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地球温暖化防止

廃棄物の3Ｒ

　生産に投入される材料のロス削減や不適合品の撲滅、また資源の有効活用など、廃棄物発生の抑制に努めています。
今年度、廃棄物処理の状況などに変化があり、産廃発生量と埋立処分率に影響しています。

産業廃棄物発生量の削減、再資源化率の向上・埋立処分率の低減

環境汚染防止

グリーン活動推進

　大気汚染物質には、窒素酸化物(NOx)、硫黄酸化物(SOx)、
粉じんなどがありますが、代表としてNOxを記載しています。
NOxの排出量は、エコアクション21の2002年版の低減対策が
行われていない施設の排出係数で算出しています。

　難燃剤のDBDE(デカブロモジフェニルエーテル)やフッ素
系撥水剤のPFOA(ペルフルオロオクタン酸)などが各種
規制により将来的に使用制限されるため、より安全な代替
物質に置き換えつつあります。

大気汚染物質排出量の削減 PRTR取り扱い量の削減

■ NOX排出量の推移
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　資源採取から廃棄に至る、ライフサイクル全体に
わたる環境負荷の低減を考慮した物品などの、積極
的な購入に努めています。

事務用品のグリーン購入率向上

エコチャレンジ2020では、2017年度のデータを基準としています。
初年度の2018年度は、地球温暖化防止や大気汚染防止の取り組みで目標を達成しています。

成長を支える基盤

（％）

■ 再資源化率・埋立処分率の推移■ 産業廃棄物発生量の推移
原単位

（kg/百万円）

3,324 3,434 3,670 3,394 3,511

35,921 34,815 33,498 36,284 1,386 1,453 1,464 1,275 1,34135,209

642 603 522 503 481
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エコチャレンジ2020（2018年度実績）



成長を支える基盤

　製品のLCA評価体制を整え、2015年度より自社
内で評価を行っています。
　2018～2019年度の2ヵ年で12アイテムの評価を
目標に掲げていますが、2018年度は新規対象製品が
なく、評価0アイテムとなりました。

※　LCA：製品の原材料調達から、生産、流
通、使用、廃棄に至るまでのライフサイ
クルにおける投入資源、環境負荷および
それらによる地球や生態系への潜在的
な環境影響を定量的に評価する手法、
ライフサイクルアセスメントの略称。

製品のLCA評価促進（目標6アイテム）

製品のLCA※評価促進　　

　2011年度に生物多様性の保全活動について取り組み
方針を策定し、2013年度から事業所ごとに特色のある
活動を実施しています。

取り組み方針

事業活動における
生物多様性の保全活動

0アイテム
未達
×

PHフィルムのUVインクジェット印刷技術
　鉄道車両などに用いられる環境に配
慮した床表示フィルムに、高精細で耐
光性に優れた印刷を可能にしました。

　 事業活動が生物多様性に及ぼす影響の低減
· 生産事業所内および周辺での生物多様性のモニタ
リング調査を行う。
· 植樹を行う場合は、外来種ではなく、地域に自生し
ている在来種を使う。
· 事業所周辺の清掃を定期的に行い、草刈りなどで
環境を整備する。
· 生物資源を原材料として使用する場合は、その持続
可能性を確認する。
· リサイクル原材料を使用した製品開発とリサイクル
システムの構築を積極的に行う。
· 環境マネジメントシステムに生物多様性の保全活動を
組み入れる。
· 事業所ごとに取り組める新たな生物多様性の保全活
動を推進する。

　 サプライチェーン全体での生物多様性への
 　影響低減に向けたお取引先様への活動
· グリーン調達ガイドラインで、お取引先様への生物
多様性保全活動の協力を依頼する。

 　社会貢献活動
· 森林保全活動を行う団体を支援する。
· みどりの募金活動に協力する。

取り組み実績
〈住江織物（株）奈良事業所〉
　事業所の南を流れる岡崎川周辺を桜並木の遊歩道
に整備する｢安堵桜友会」に参加し、桜の手入れなどに
協力しています。
〈住江テクノ（株）滋賀工場〉
　工場敷地内にて、甲賀市の花であり、人と自然の共生の
象徴といわれる「ささゆり」の増殖に取り組んでいます。
〈尾張整染（株）本社工場〉
　木曽川などでホタル飼育に取り組む「一宮平成ホタ
ルの会」に賛助会員として参加しています。

環境に配慮した技術の開発促進（目標1件）

環境に配慮した技術・
製品の開発促進

3件
目標達成
○

1

2

3

　 鉄道車両用シートクッション材「スミキューブ®」に
　 新樹脂バネ材「スミキューブエアー」を組み合わせた
 　「ハイブリッドクッション材」
　 軽さとコンパクトさを追求し、家庭洗濯が容易な超
　 軽量カーペット「Caruru（カルル）」
　 リサイクル素材を表面に加工し、
 　12種類の物質を消臭する「空気を
　  洗う壁紙® オレフィンプラス」

環境に配慮した製品の開発促進（目標3件）
1

2

3

1件
目標達成
○

　2018年度に新規に環境関連データ
集約を開始した海外事業所は0社とな
りました。

海外生産事業所のデータ集約

海外生産事業所における
環境負荷の集約と低減

新規集約
0社
×
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環境への取り組み
鉄道車両内装の

歴史展（明治～大正・昭和のモケット）を開催しました

住江織物（株）が日本で初めて開発を手掛け、今日に
至るまで製造販売してきた鉄道車両用モケット（シー
ト地）にスポットをあてた企画展を開催しました。

　明治から大正・昭和・平成と時代背景を追いながら、
これまで手掛けた稀少なモケットの実物をご紹介させて
いただきました。
　特に、大阪市市電の市章「澪つくし」をモチーフにした
モケットは、当社にて保管してあるなかで、国産最古のもの
です。来場者の方が驚かれるほど、当時の鮮やかな色彩を
今に伝えます。
　近年のモケットの展示では、旧国鉄0系新幹線やJR・
私鉄各社でご採用いただいたものを展示しており、実際に
手に触れてウールやポリエステルなど素材の違いを体感
していただきました。
　また、鉄道車両以外に大正・昭和初期の船舶向け
モケットも同時に展示しました。国際線の客船に使用された
高級感のあるデザインが当時の優雅な船旅を連想させます。

　会期中は、全国各地から大勢の方に見学にお越しいた
だき、非常に好評であったため大阪会場の会期延長と、東京
での開催も決定しました。
　多くの方々に鉄道車両内装材の歴史とともに、住江織物
グループのオンリーワンを目指すチャレンジ精神の強さを
知っていただくよい機会となりました。

　「CSRレポート2019」をお読みいただき、ありがとうございます。
　当社グループのCSR活動においての考え方や取り組み実績について整理し、わかりやすく表現しました。国際的な社会的課題の
要求が高まるなか、信頼される企業を目指し、これからも一層CSR活動の着実な実践を行います。つきましては、今後の参考とさせて
いただくため、当社グループのCSR活動について忌憚ないご意見をアンケートにてお寄せいただけますと幸いです。

CSRレポート作成メンバー一同

大阪ＳＩＰ、東京ＳＩＰ（ショールーム）

編集後記

大阪ＳＩＰ
大阪市中央区
南船場3-11-20 4F
TEL 
06-6251-9380
FAX 
06-6251-9959

東京ＳＩＰ
東京都品川区
西五反田2-30-4
BR五反田ビル3F
TEL 
03-5434-6545
FAX 
03-5434-2315

＜大阪開催＞

＜東京開催＞

期間：2019年4月22日(月）～8月31日（土）
場所：住江織物株式会社
　　  本社ビル4Ｆショールーム内
期間：2019年9月17日（火）～12月26日（木）
場所：住江織物株式会社
　　  BR五反田ビル3F東京ショールーム内

大阪市電のシート地 大阪商船池上丸の
シート地

c o l u m n

歴史展や、セミナーなどショールームを活用した事業を通じ、インテリアの情報発信を行うとともに、多様な
文化貢献活動、社会貢献活動に取り組んでいます。




